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BeautyApothecary
Music curated by Peter Barakan

ビューティアポセカリーの空間の音楽を演出するのは、
音楽に深い愛情を持つ、ピーター・バラカン氏とその仲間たちです。

月の満ち欠けに合わせてセレクターが替わります。
心とカラダに響く音楽を、どうぞお楽しみください。

3月31日（土）～4月30日（月･振休） 満月セレクト
－ 今回のセレクター ご紹介 －

総合監修　Peter Barakan （ピーター・バラカン）

音楽は我々の生活のサウンドトラック、とよく言われます。自分から進んで聴く音楽もあれば、無意識
のうちに耳に入ってくる音楽もあります。音楽とのちょっとした出会いから、その日がぐっと楽しく
なるという体験は誰もが持っているでしょう。ぼくたちはそんな出会いを少しでも増やしたいという
気持ちで選曲しています。

1.
36 Succès De La Chanson Française  （Frémeaux / FA970）
シャルル・トレネの「あなたは馬を忘れた」というユニークな曲で始まるこのCDは、1930年代のシャンソンを中心とした2枚組のオムニバス
アルバム。レビューの女王ミスタンゲット、ジョセフィン・ベーカー、ピルスとタベ、モーリス・シュバリエ、ジャン・ギャバン、フランスの女性
作曲家、ミレイユの弾き語り、フレンチ・クルーナーのジャン・サブロン、エディット・ピアフなど、美しいメロディーの数々。フレッド・アディソン・
オーケストラのディズニー映画「三匹の子豚」の挿入歌「狼なんか怖くない」、シュジ－・ソルドールの「リリー・マルレーン」など、フォックス・
トロット、スウィング、ワルツなど、さまざまなダンスのリズムが楽しめます！

2.
Cal Tjader / Tjader Plays Mambo  （Fantasy / OJCCD-274-2）
アメリカのヴィブラフォン奏者、カル・ジェイダー。ピアノ、ベース、コンガ、ティンバレスなどのパーカッション、そしてトランペットのコンボ
演奏で、ガーシュウィンの“Fascinatin’ Rhythm”　ロジャーズの“The Lady Is A Tramp”アンドリューズ・シスターズの“Bei mir bist 
du schön”　“トミー・ドーシー＆シナトラのナンバー“East Of The Sun”などのスタンダード・ナンバーが、マンボのリズムで蘇る素敵な
アルバムです。

3.
Mel Torme / Mel Torme Sings Fred Astaire  （Bethlehem / VICJ-91457）
アメリカの偉大なエンターテイナー、フレッド・アステアが主演をした映画のナンバーをメル・トーメが歌ったアルバム。 “A Foggy Day” 
“Cheek To Cheek”　“Top Hat, White Tie And Tails”　ガーシュインやアーヴィング・バーリンなどの名曲がずらり。マーティ・ペイチの
軽やかなビッグ・コンボのアレンジに乗せて、素晴らしいテクニックとユーモアを潜めたヴェルヴェット・ヴォイスが煌めく作品です！

4.
Teddy Wilson / Mr.Wilson  （Sony / SRCS 7137）
ベニー・グッドマン、ビリー・ホリデー、レスター・ヤング、エラ・フィッツジェラルドなど、多くのミュージシャンと共演したジャズ・ピアニスト、
テディ・ウィルソン。このアルバムは1940～41年に録音されたもので、“These Foolish Things”,  “Smoke Gets In Your Eyes”などの
ピアノのソロ、“After You’ve Gone”, “China Boy”などのトリオ演奏が収録されています。テディ・ウィルソンは原曲のメロディーを際立たせ
ながら、速いパッセージをさらりとストイックに聴かせてくれます。素晴らしい！

5.
Django Reinhardt & his American Friends, Vol.3  （EPM / 157852）
1910年生まれの天才ギターリスト、ジャンゴ・ラインハルト。近年では伝記映画「永遠のジャンゴ」が公開され、ウディ・アレンの「ギター弾きの恋」、
シルヴァン・ショメのアニメ映画「べルヴィル・ランデヴー」などで、ジャンゴの音楽は世界の人々に聴き継がれている。このアルバムにはパリに来た
アメリカのジャズ・ミュージシャン、コールマン・ホーキンズ、ベニー・カーターなどと共演したものが収められています。ステファン・グラペリーの
ピアノソロで始まり、コールマン・ホーキンズのサックスとジャンゴのギターとの掛け合いが何とも粋な“Stardust”、ミシェル・ワーロップらの
ヴァイオリン・トリオとギターによる“Dinah”など、アメリカのスタンダード・ジャズとジャンゴが出会った幸せな音楽の世界です！

今回のセレクトCD

Music Selector : コシミハル

音楽家。3歳よりピアノを習い始め、8歳より作曲を始める。オリジナル作品の他、フランス近代音楽やシャン
ソン、ジャズのスタンダードを取り上げた作品を発表。またCM、映画、舞台のための音楽を手掛ける。
1989年広告音楽競技大会作曲賞受賞。1997年よりバレエとダンスで綴られる舞台“Musique-hall”で
演出、振り付けを手掛け、2003にベルリン・ジャズフェスティバル招待作品として好評を博す。2013年、
「クルーナー」（20年代後期から30年代にかけて流行した、甘く囁くように歌う歌手）に焦点を当てたカバー
アルバム「マダム・クルーナー」を発表。近年はトリオ演奏で古いスタイルのヴィンテージライブを開催している。

コシミハル


